
多分そいつ、
今ごろパフェとか食ってるよ。

Jam マンガ(文) 
名越 康文 (監修）
出版：サンクチュアリ出版
159 /ｼﾞ

この本では、SNSや人間関係などといった日常
のモヤモヤしていることとそのモヤモヤへの対処
についてマンガと文章で分かりやすく書かれてい
ます。スタッフはこの本の中で、四葉のクローバー
の話や「話す自由」と「聞く自由」の話の部分と小さ
なことで悩んでしまうモヤモヤに対するJamさんの
考え方が印象に残っています。心が優しくなり、前
向きになれる一冊です！

スタッフおすすめ図書コーナー

Cocoon

今日 マチ子(著)
出版：秋田書店
K/726.1/ｷ

女学校に通う主人公のサンは学徒隊に動員され
ることになりました。そこでは普通の少女であった
生徒たちには凄惨で残酷な現実が押し寄せ、日
常も憧れ、夢も全てを壊していきます。ガマでの看
護師としての働く中で、一人、また一人と亡くなっ
てしまう生徒たち。
優しい絵柄で瑞々しく描かれていた少女たちが
迎える最後には胸を締め付けられます。私たちが
生きている今もこの過去の苦しみがあったことを
忘れてはならないと感じさせてくれます。

フェミニズムに出会って
長生きしたくなった。
 
アルテイシア（著）
出版：幻冬舎
B 914.6 /ｱ 

「フェミニズム」という言葉に「堅苦しい」、「ちょっ
と怖い」といったネガティブなイメージを持っている
人も多いのではないでしょうか。この本はそんなイ
メージを吹き飛ばしてくれる明るく読めるエッセイに
なっています。45歳になり、「オッス、おらフェミニス
ト！」と宣言したアルテイシアさんが日常生活で女
性が感じる様々なモヤモヤをフェミニズムの考えた
方を使って分析して、なぎ倒していくエッセイです。
フェミニズムを学問ではなくエンタメとして、書か
れており、楽しみながら、視野を広げられる本に
なっています。

宝島 HERO's ISLAND
 
真藤 順丈(著)
出版：講談社
913.6/ｼ

米軍占領下にあった1952年の沖縄で基地に忍び
こみ、食料なども物資を盗む「戦果アギヤー」をし
ていた四人。しかし、ある夜失敗してしまい、リー
ダーだったオンちゃんは行方不明になり、残され
た3人は別々の道を歩むことに…
コザ騒動を始め実際におきた出来事を基にした
ストーリーは沖縄に住む私達の胸を刺してきます。
来年、映画が公開されることも発表されていて、
再注目されている一冊です。500ページ以上もあ
る大作なので、なかなか読むのは大変ですが、時
間ができたときはぜひ手にとってみてほしいです。

講座関連本や人気漫画が所蔵しました！

ここ
ろの
ケア
に♪
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映画公開予定作品
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